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特別損失の計上及び平成 26 年 3 月期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 当社は下記のとおり、特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたします。あわせて平成 26 年 2 月 7 日
に公表いたしました業績予想と実績値との間に差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

記 
 
１．特別損失の計上 

（１）事業構造改善費用（連結）  58,518 千円 
  ECR 販売・生産体制の事業再構築による部材及びパーツの整理に伴う費用を計上いたしました。 
（２）関係会社株式評価損（個別） 50,000 千円 
  連結子会社の業績悪化に伴い関係会社株式の評価損を計上いたしました。 
 
２．業績予想と実績値の差異 
平成 26 年３月期通期連結業績予想との差異（平成 25 年 4月１日 ～ 平成 26 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり  

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前 回 発 表 予 想 （A） ４，２００ △４７ △６２ △１３５ △１．８８ 

実   績   数   値（B） ４，０８８ △８４ △６５ △１９８ △２．７８ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △１１１ △３７ △３ △６３ ― 

増    減    率（％） △２．７ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
４，５１３ △３２３ △３４８ △４２６ △５．９６ 

  
平成 26 年３月期通期個別業績予想との差異（平成 25 年４月１日 ～ 平成 26 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （A） ２，２５８ ３ １１ ２０ ０．２７ 

実   績   数   値（B） ２，２９５ △３０ △３０ △７１ △０．９９ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ３７ △３３ △４１ △９１ ― 

増   減   率（％） １．６ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年３月期） 
２，０６６ △６９ △１５６ △２６２ △３．６５ 

通期業績予想との差異の理由 

（１） 通期連結業績 

上半期と比べ下半期は売上高及び営業利益、経常利益ともに改善し第４四半期においては消費税増税特需等に

よる利益率の改善も図ることができましたが、新たな事業分野である観光・防災分野の事業立ち上げの遅れから

売上高、営業利益は予想を下回りました。経常利益は、貸倒引当金戻入額を営業外収益に計上し３百万円の微減

となりました。また、当期純利益は、海外ＥＣＲ事業再構築による部材及びパーツの整理に伴う費用を特別損失

として計上したことから前回予想を下回りました。 

（２） 通期個別業績 

売上高は、ＬＥＤ表示機の法人向け特注機等の売上の増加により下半期は増加いたしました。営業利益及び経

常利益は粗利率の減少により営業損失、経常損失となりました。また、当期純利益は、連結子会社の株式減損に

より関係会社株式評価損を特別損失に計上したことから当期純損失となり前回予想を下回りました。 

以上 


